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街
道
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
出
す
の

は
、
庶
民
の
旅
路
を
描
い
た
、
野
次
さ

ん
喜
多
さ
ん
の「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

だ
が
、江
戸
時
代
は
こ
の
江
戸
と
京
都
・

大
阪
を
結
ぶ
政
治
の
要
「
東
海
道
」
を

は
じ
め
と
す
る
五
街
道
が
主
要
な
街
道

だ
っ
た
。
江
戸
品
川
か
ら
大
阪
守
口
ま

で
の「
東
海
道
」、江
戸
板
橋
か
ら
滋
賀

守
山
ま
で
の「
中
山
道
」、江
戸
千
住
か

ら
鉢
石
ま
で
の「
日
光
道
中
」、白
沢
か

ら
白
川
ま
で
の「
奥
州
道
中
」、江
戸
上

高
井
戸
か
ら
上
諏
訪
ま
で
の「
甲
州
街

道
」（
左
上
図
参
照
）。
お
江
戸
日
本
橋

を
中
心
に
広
が
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
こ
れ
ら
の
街
道
に
加
え
、
さ
ら

に
日
本
各
地
の
主
要
地
域
を
押
さ
え
る

よ
う
に
伸
び
る
の
が
脇
街
道
だ
。

　

脇
街
道
は
、
京
都
か
ら
下
関
に
通
じ

た「
中
国
路
」、江
戸
と
佐
渡
を
結
ぶ「
佐

渡
路
」、こ
の
他
「
松
前
道
」、「
長
崎
路
」

な
ど
北
か
ら
南
ま
で
全
国
各
地
に
及

ぶ
。
富
山
県
内
を
通
る
脇
街
道
と
し
て

は
、
北
国
街
道
が
あ
り
、
倶
利
伽
羅
峠

を
越
え
、高
岡
、小
杉
、富
山（
東
岩
瀬
）、

魚
津
、
泊
を
通
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
加

賀
藩
や
富
山
藩
が
参
勤
交
代
の
際
に
利

用
し
た
道
で
（
富
山
藩
は
富
山
か
ら
江

戸
に
向
か
う
東
側
の
み
）、
こ
の
よ
う

に
参
勤
交
代
に
使
わ
れ
た
道
を
往
還
道

と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
街
道
は
何

も
殿
様
ば
か
り
が
通
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
江
戸
時
代
の
庶
民
は
、
善
光
寺
参

り
や
伊
勢
詣
で
な
ど
で
あ
れ
ば
旅
に
出

る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
幕
府
を
象
徴
す
る
制
度
で
あ

り
、
妻
子
を
江
戸
に
残
し
藩
主
が
江
戸

と
国
と
を
一
年
毎
に
行
き
来
す
る「
参

勤
交
代
」は
、
各
藩
に
服
従
を
促
し
た
。

宿
か
ら
宿
へ
、
大
名
の
荷
物
を
つ
つ
が

倶
利
伽
羅
峠

高
岡

富
山

魚
津

泊 親
不
知

三
日
市

　　越中下街道
（沓掛～入善～八幡～横山）

越中上街道
（下立～舟見）

海沿い

山沿い小
杉

◎
◎

金沢
富山 市振

糸魚川 高田

善光寺
松本
塩尻

下諏訪

甲府

日光 白川

江戸
小田原

京都 関ヶ原

草津

境

福島

新居 箱根

倶
利
伽
羅
峠

江戸時代の街道
＝関所

北国街道

中山道

東海道

日光街道

甲州街道

　北国街道は、関ヶ原を出
発点とし、越前、金沢、富
山、糸魚川、越後と北陸を
横断して、津軽半島にまで
及ぶ街道のこと。また、途
中の高田で分かれ、善光寺
を通り追分（軽井沢）まで
続く山道も北国街道であ
る。高田では、混乱を防ぐ
ため、新潟方面の道を奥州
街道、善光寺方面の道を善
光寺街道、富山・金沢方面
の道を加賀街道と呼んで
区別した。

岩瀬街道
（小杉～東岩瀬）

江
戸
の
頃
ま
で
小お

づ津
町
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
松
倉
城
、
小

津
城
、
天
神
山
城
な
ど
、
城

跡
も
多
い
。

崖
下
に
海
が
迫
る
細
い
道
を

歩
く
、
北
陸
道
最
大
の
難
所
。

義
経
、
芭
蕉
、
滝
廉
太
郎
も

こ
こ
を
通
っ
た
。

能
登
街
道
で
七
尾
と
も
結
ば

れ
て
い
た
要
所
。
藩
政
以
前

は
守
山
が
中
心
だ
っ
た
。

国
境
の
峠
越
え
。
木
曾
義
仲

の
古
戦
場
跡
と
し
て
、
江
戸

時
代
も
有
名
だ
っ
た
。

寛
文
元
年
に
宿
駅
と
な
り
、

そ
の
翌
年
、
下
村
が
新
宿
に

定
め
ら
れ
た
。
路
線
管
理
の

た
め
道
番
人
が
置
か
れ
た
。

１
６
３
９
年
、
加
賀
藩
か
ら

分
藩
。
呉
羽
山
は
富
山
城
下

に
西
か
ら
入
る
際
の
峠
越
え

の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

富
山
側
か
ら
行
っ
た
場
合
、

黒
部
川
手
前
。
こ
こ
で
下
街

道
と
上
街
道
に
分
か
れ
る
。

「
わ
せ
の
香
や　
分
け
入
る
右

は
有
磯
海
（
芭
蕉
）」
近
世
は

宿
場
と
し
て
賑
わ
っ
た
。

道
と
政
治

北
国
街
道
と
は

宇都宮

奥州街道

大阪

越中の北国街道

守山

鉢石 白沢

上諏訪

越後

佐渡 北国街道
　江戸時代、参勤交代のルートとして全国に整備されていった往還道。今、

富山の道をひもとけば、北国街道が浮かび上がってくる。殿様だけでなく、

旅人も行き交ったこの道を思う時、いつもの景色が色鮮やかに見えてくる。

道が人を動かし、
道が文化を伝える

追分
（軽井沢）

熊谷
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な
く
運
ぶ
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
街
道
沿

い
の
住
民
は
疲
れ
果
て
、
人
や
荷
物
を

国
か
ら
江
戸
ま
で
移
動
さ
せ
る
た
め
の

莫
大
な
費
用
は
諸
藩
の
財
政
を
逼ひ
っ
ぱ
く迫

し

た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
参
勤
交
代
に

よ
り
全
国
規
模
の
道
路
整
備
が
進
ん
で

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

管
理
の
面
で
い
う
と
、
五
街
道
は

幕
府
の
道
中
奉
行
の
管
轄
下
に
あ
っ
た

が
、
脇
街
道
は
勘
定
奉
行
の
管
轄
下
に

あ
り
、
各
藩
は
街
道
の
管
理
や
運
営
、

変
更
を
、
勘
定
奉
行
の
許
可
を
得
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
幕
府
は
宿
の
人
馬
賃
金

を
天
領
、
譜
代
、
外
様
、
な
ど
に
よ
っ

て
格
差
を
つ
け
て
い
た
。
定
め
ら
れ
た

人
馬
賃
金
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
の
藩
に

入
っ
て
く
る
収
入
も
少
な
く
な
る
、
と

い
う
や
り
方
で
、
藩
の
収
支
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
た
の
だ
。

　

け
れ
ど
そ
の
う
ち
江
戸
後
期
に
入
る

と
街
道
の
交
通
量
が
増
し
、
道
中
奉
行

の
手
に
お
え
な
く
な
っ
て
く
る
。
嘉
永

年
間（
１
８
４
８
〜
５
４
）
に
は
、
街

道
沿
い
の
宿
に「
自
力
で
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
と
運
営
を
」と
い
う
お
触
れ
書
き

が
出
さ
れ
、
代
わ
っ
て
宿
組
合
と
い
う

自
治
組
織
が
編
成
さ
れ
た
。
こ
れ
で
お

そ
ら
く
全
国
の
街
道
の
把
握
を
し
き

れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
江
戸
幕
府

は
、
実
に
こ
の
13
年
後
に
崩
壊
し
て
い

る
。
道
と
政
治
は
密
接
に
関
わ
っ
た
お

り
、
道
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
指
揮
権
を
握
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
、
小
林
一
茶
も
句
に
し
た
た

め
た
ほ
ど
、
最
も
華
や
か
と
い
わ
れ
た

加
賀
藩
の
行
列
は
最
大
で
５
代
藩
主

綱
紀
の
頃
の
約
４
０
０
０
人
、
以
降
も

２
０
０
０
人
は
下
ら
な
か
っ
た
。
使
わ

れ
た
街
道
は
、
金
沢
を
出
て
越
中
〜
越

後
〜
信
濃
〜
江
戸
と
行
く
ル
ー
ト
と
、

福
井
を
通
り
下
諏
訪
か
ら
甲
州
街
道
を

使
う
ル
ー
ト
、
福
井
方
面
か
ら
名
古
屋

城
下
を
抜
け
東
海
道
を
通
る
ル
ー
ト
が

あ
っ
た
が
、
主
に
使
わ
れ
た
の
は
越
中

経
由
の
街
道
だ
。
ち
な
み
に
、
富
山
方

面
か
ら
行
く
街
道
は
北
国
下
街
道
、
福

井
経
由
の
街
道
は
北
国
上
街
道
と
呼
ば

れ
て
い
た
。

　

一
方
、
富
山
藩
の
参
勤
交
代
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
富
山
市
郷

土
博
物
館
の「
博
物
館
だ
よ
り
」
に
よ

る
と
、富
山
城
下
を
出
発
し
た
一
行
は
、

四
里
（
一
里
＝
約
３
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
離
れ
た
滑
川
で
中
休
憩
を
と
り
、

そ
の
後
は
さ
ら
に
二
里
進
ん
だ
魚
津
で

一
晩
の
宿
を
と
っ
た
。
そ
う
し
て
泊
、

糸
魚
川
、
高
田
、
と
北
国
街
道
を
行
き
、

軽
井
沢（
追
分
）
か
ら
は
中
山
道
に
乗

り
継
い
で
熊
谷
、
蕨わ
ら
びと

歩
を
進
め
、
13

泊
14
日
で
江
戸
に
入
っ
た
と
い
う
記
録

が
、
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
の
近
藤

参
勤
交
代
の
道
筋

家
文
書
の
中
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
以
前
は
ど
の
よ
う

な
道
が
通
っ
て
い
た
の
か
。
古
代
、
富

山
を
通
る
街
道
は
北
陸
道
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
富
山
は
山
と
海
が
迫
っ
て
い
る

地
形
か
ら
、
道
筋
の
と
れ
る
場
所
が
自

ず
と
決
ま
っ
て
く
る
た
め
、
い
つ
の
時

代
も
道
筋
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お
り
、
実

は
そ
ん
な
に
は
違
わ
な
い
。そ
の
た
め
、

北
陸
道
が
現
国
道
で
あ
っ
た
り
も
す
る

の
だ
。
こ
の
よ
う
に
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
街

道
の
歴
史
の
原
点
と
な
る
の
が
、
か
つ

て
飛
鳥
時
代
に
畿
内
の
中
央
政
府
を
中

心
に
全
国
へ
広
が
っ
て
い
っ
た
七
道
駅

路
で
あ
る
。

　

古
代
の
道
、
と
い
う
と
ど
う
し
て
も

獣
道
の
よ
う
な
野
趣
溢
れ
る
風
景
を
思

い
浮
か
べ
て
し
ま
う
が
、
実
際
は
そ
う

で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。
小
矢
部
市
の

桜
町
遺
跡
で
は
、
古
代
の
北
陸
道
と
思

わ
れ
る
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
道
路
状
の
遺
構
は
幅
６
メ
ー
ト
ル

で
、
ほ
ぼ
直
線
。
両
側
に
60
〜
70
セ
ン

チ
幅
の
側
溝
を
備
え
て
お
り
、
路
床
に

は
「
浪
板
状
の
凹
凸
面
」
が
見
受
け
ら

れ
る
と
い
う
。
作
ら
れ
た
時
代
は
推
定

７
世
紀
後
半
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

全
国
的
に
見
る
と
、
大
化
の
改
新
が

成
さ
れ
た
翌
年
の
６
４
６
年
、
公
文
書

の
伝
達
に
使
わ
れ
る
駅は
ゆ
ま馬
と
、
公
務
の

旅
行
者
が
用
い
る
伝
つ
た
わ
り
う
ま
馬
を
各
地
に
置
く

よ
う
に
、と「
駅
伝
制
度
」が
定
め
ら
れ
、

大
和
、
山
城
、
摂
津
、
河
内
、
和
泉
の

五
カ
国
か
ら
な
る
畿
内
、
五
畿
の
中
央

政
府
か
ら
、
七
道
（
東
海
、
東
山
、
北

陸
、
山
陽
、
山
陰
、
南
海
、
西
海
）
に

伸
び
る
広
く
し
っ
か
り
と
し
た
海
道
が

作
ら
れ
て
い
っ
た
。
海
道
と
は
官
道
の

古
代
の
道 

北
陸
道

古代の五畿七道図

北陸道
東山道

「探訪日本の歴史街道」より

東海道
南海道

山陰道

山陽道

西海道

五畿

古国府 伏木
守山

鎌倉時代からの北陸道
出典：「越中の街道と石仏」（塩照夫著）江戸時代からの北陸道

参勤交代道

佐加野

三日市

放生津
北陸道海街道

下村

中田

小杉

北陸道
山街道 五福

富山

四
方 東

岩
瀬

新
庄

追
分
茶
屋

黒
河

水
戸
田

戸
出

和
田

立
野

小
矢
部
川

福
岡

今
石
動

高
岡

大
門

中
田
川

横
田

大
門
川

井
田
川

神
通
川

北陸道と言っても、鎌倉時代からの北陸道（海街道、山
街道）と、江戸時代からの北陸道がある。現在の道と比
べてみるとおもしろい。

北陸道
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こ
と
で
、
山
中
を
通
っ
て
い
て
も
海
道

と
呼
ば
れ
、街
道
と
同
じ
意
味
を
表
す
。

そ
し
て
こ
の
海
道
は
、
行
政
区
分
で
あ

る
国
の
こ
と
を
も
表
し
た
。
そ
し
て
北

陸
道
は
若
狭
か
ら
越
後
、
ま
た
は
佐
渡

ま
で
を
指
し
て
い
た
。

　

こ
の
駅
伝
制
度
が
全
国
に
根
付
い

た
の
は
、
大
宝
律
令
（
７
０
１
年
）
の

頃
と
言
わ
れ
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
が

８
０
０
年
前
後
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
１
０
０
年
以
上
の
年
月
を
か

け
て
こ
の
壮
大
な
道
は
作
ら
れ
て
い

き
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
道
の
歴
史
が
大

き
く
動
き
始
め
た
の
だ
。

　

明
治
時
代
の
大
雨
で
流
失
す
る
ま

で
、
か
つ
て
黒
部
川
の
上
流
、
宇
奈
月

の
愛
本
に
は
、
山
口
県
岩
国
市
・
甲
州

街
道
の
錦
帯
橋
、
山
梨
県
大
月
市
・
山

陽
道
の
猿
橋
に
並
ぶ
日
本
三
奇
橋
「
愛

102006.611 2006.6

本
刎は
ね

橋
」が
架
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て

こ
の
橋
も
、
北
国
街
道
の
一
部
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

北
国
街
道
を
通
る
人
々
は
、
黒
部
川

を
渡
る
三
日
市
〜
沓
掛
〜
横
山
の
海
岸

沿
い
を
通
る「
越
中
下
街
道
」
と
、
山

に
向
か
っ
て
黒
部
川
上
流
、
三
日
市
〜

浦
山
〜
愛
本
刎
橋
〜
舟
見
を
通
り
泊
ま

で
抜
け
る「
越
中
上
街
道
」
を
、
季
節

や
天
候
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
た
。

明
治
時
代
に
来
富
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
土

木
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
が
「
こ

れ
は
川
で
は
な
い
、
滝
だ
！
」
と
驚
い

た
暴
れ
川
・
黒
部
川
は
、
い
く
瀬
に
も

分
か
れ
四
十
八
ケ
瀬
と
呼
ば
れ
た
荒
れ

川
の
難
所
。
大
水
の
時
に
は
激
流
で
何

日
も
旅
人
た
ち
を
足
止
め
さ
せ
た
。
そ

こ
で
一
里
半（
約
６
キ
ロ
）
の
遠
回
り

に
は
な
る
が
、
雨
の
ひ
ど
い
時
に
は
越

中
上
街
道
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
一

方
、
冬
場
の
山
路
は
大
変
雪
深
か
っ
た

た
め
越
中
下
街
道
が
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
下
街
道
は
別
名
、
冬
街
道
と
も

呼
ば
れ
た
。

　

ち
な
み
に
奥
の
細
道
の
道
中
、
芭
蕉

に
随
行
し
て
い
た
曾
良
の
日
記
に
よ
る

と
、
芭
蕉
も
黒
部
川
を
徒
渡
り
し
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
徒
渡
り
と
は
人
の
頭

ほ
ど
の
大
き
な
石
を
重
し
に
し
、
川
の

中
を
よ
ち
よ
ち
と
渡
る
こ
と
。
水
量
の

そ
ん
な
に
多
く
な
い
時
に
は
こ
れ
も
有

効
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
竹
竿
に
旅

人
を
つ
か
ま
ら
せ
、
川
越
人
足
が
先
頭

で
誘
導
し
、
流
れ
を
斜
め
に
渡
っ
て
い

く
竹
越
え
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
。

　

愛
本
刎
橋
は
寛
文
二
年（
１
６
６
２
）

加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
に
よ
っ

て
架
け
ら
れ
た
。
激
流
で
河
原
に
橋
く

い
を
打
つ
事
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

両
岸
の
岩
壁
か
ら
橋
桁
と
な
る
大
木
を

は
ね
出
し
、
真
ん
中
で
組
み
合
わ
せ
た

は
し
ご
の
よ
う
な
刎
橋
。
飛
橋
と
し
て

は
日
本
最
長
だ
っ
た
。

　
「
双
竜
吐
気
結
成
虹　

百
丈
飛
橋
迥

桐
架
空　

一
任
奔
流
雷
霆
急　

征　

穏

御
半
天
風
」。
こ
の
詩
は
、
嘉
永
元
年

（
１
８
４
８
）、
儒
学
者
・
頼
三
陽
の
子

供
、
頼
三
樹
三
郎
が
京
都
へ
帰
る
途
中

に
こ
の
橋
を
渡
り
、
そ
の
美
し
さ
を
し

た
た
め
た
も
の
。
奥
深
い
幻
想
の
峡
谷

に
あ
る
驚
異
の
橋
、
龍
の
吐
く
息
が
虹

の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
壮
大
な
風
景

は
、
旅
人
の
心
に
一
陣
の
風
を
運
ん
だ

に
違
い
な
い
。

　

何
気
な
く
見
て
い
た
道
路
脇
の
松

が
、
実
は
昔
の
街
道
の
名
残
り
だ
と
聞

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
道
が
街
道
？ 

に
わ
か
に

は
想
像
が
つ
か
な
い
が
、
そ
う
言
わ
れ

る
と
、
ど
こ
か
枝
振
り
が
風
流
に
見
え

て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
こ
の
松
の
横

に
昔
の
人
々
が
歩
い
て
い
た
「
街
道
」

が
走
っ
て
い
た
と
は
…「
街
道
」
と
い

う
と
、
随
分
古
い
、
自
分
と
は
か
け
離

れ
た
昔
話
の
よ
う
な
響
き
だ
が
、
今
も

街
道
の
松
は
残
っ
て
い
る
。

　

白
浜
青
松
、
海
の
向
こ
う
に
は
銀
嶺

立
山
を
望
む
富
山
市
浜
黒
崎
の
浜
街
道

は
、
昔
か
ら
風
光
明
媚
な
場
所
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
浜
黒
崎
の
松
並
木

は
県
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
。
道
路
脇
で
堂
々
と
し
た
姿
を
見

せ
て
い
る
約
20
本
の
松
。
慶
長
６
年

（
１
６
０
１
）、加
賀
二
代
藩
主
・
前
田

利
長
は
江
戸
参
勤
の
折
り
に
街
道
の
美

観
と
雪
よ
け
の
た
め
に
往
還
松
を
植
樹

し
た
。
昔
は
も
っ
と
多
く
植
え
ら
れ
て

い
た
の
だ
が
、
根
っ
こ
か
ら
燃
料
油
を

採
取
す
る
た
め
、
戦
時
中
に
何
本
も
の

松
が
切
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と

い
う
。

　

ま
た
キ
ャ
ン
プ
場
入
り
口
に
あ
る
一

際
大
き
な
黒
松
は「
親
鸞
聖
人
腰
か
け

の
松
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
承

奇
橋
・
愛
本
刎は

ね

橋

越中上街道・下街道

黒
部

生
地

入善

泊

三日市

沓掛

入善

泊

舟見

横水

浦山

越中
下街
道

越中上街
道

国道8
号線

愛本
（刎橋）

「富山県歴史の五街道」より

黒部川

横山

馬参

▲うなづき友学館にある「愛本刎橋」の復元模型。両岸から
このようなが木組みがはね出していた。

浜
黒
崎
の
往
還
松
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元
元
年（
１
２
０
７
）、鎌
倉
幕
府
の
怒

り
に
触
れ
佐
渡
へ
流
さ
れ
た
浄
土
真
宗

の
開
祖
・
親
鸞
聖
人
が
北
陸
路
を
行
く

途
中
、
こ
の
松
の
幹
に
腰
か
け
て
旅
の

疲
れ
を
癒
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

古
く
か
ら
松
原
の
広
が
っ
て
い
た
富

山
市
浜
黒
崎
の
浜
街
道
は
、
古
来
多
く

の
人
々
が
行
き
来
し
て
い
た
。寛
永
16

年（
１
６
３
９
）
に
富
山
藩
が
分
藩
し

て
か
ら
は
、
加
賀
藩
は
参
勤
交
代
で
の

道
筋
に
富
山
城
下
を
避
け
海
沿
い
の
東

岩
瀬
、
浜
黒
崎
を
抜
け
る
ル
ー
ト
を
選

ぶ
よ
う
に
な
り
、
周
囲
が
賑
わ
う
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
高
い
道
を
、

国
の
財
産
と
し
て
未
来
に
守
り
継
ぐ
た

め
、
平
成
７
年
か
ら
８
年
に
か
け
て
、

建
設
省（
現
国
土
交
通
省
）
は
全
国
24

カ
所
の
道
路
を「
歴
史
国
道
」
と
選
定

し
た
。
小
矢
部
市
か
ら
石
川
県
津
幡
町

に
か
か
る
倶
利
伽
羅
峠
は
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
。

　

角
に
松
明
を
付
け
た
火
牛
を
突
進
さ

せ
、
そ
の
後
の
源
平
の
明
暗
を
分

け
た
歴
史
的
戦
い
、
倶
利
伽
羅
合

戦
の
跡
地
。
こ
の
峠
は
古
く
か
ら
、

戦
略
上
、
街
道
の
確
保
が
重
要
視
さ
れ

て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
越
中
と
加

賀
の
国
境
に
あ
た
る
倶
利
伽
羅
の
村

は
、
税
を
一
部
免
除
さ
れ
る
な
ど
の
優

遇
を
受
け
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
峠
で
あ
り
な
が
ら
も
地
下
水

が
湧
き
出
す
た
め
、
数
軒
の
茶
屋
が
あ

り
、
旅
人
の
休
憩
地
点
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
た
。
天
正
13
年（
１
５
８
５
）

８
月
、
秀
吉
と
箕
浦
高
良
の
会
見
で

「
倶
利
伽
羅
峠
茶
屋
」
が
利
用
さ
れ
た

と
残
っ
て
い
る
。
秀
吉
が
関
白
に
な
っ

た
の
は
同
年
の
７
月
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
翌
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
作
者
・
十

返
舎
一
九
も
倶
利
伽
羅
峠
の
茶
屋
を
訪

れ
た
よ
う
で
、
著
書
『
金
の
草
蛙
』
に

「
此
と
こ
ろ
と
う
げ
の
ち
ゃ
屋
い
づ
れ

も
ひ
ろ
く
、
き
れ
い
に
て
、
と
う
か
い

ど
う
（
東
海
道
）
の
ち
ゃ
屋
の
ご
と
く
、

こ
の
か
い
ど
う
に
は
め
ず
ら
し
く
、
よ

き
ち
ゃ
屋
に
て
、
さ
と
う
の
も
ち
め
い

ぶ
つ
な
り
」
と
記
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
餅
を
歌
っ
た
の
で

あ
ろ
う
蜀
山
人
の
狂

歌
が
、
倶
利
伽
藍
不

動
寺
の
隣
に
あ
る
手

向
神
社
に
歌
碑
と
し

て
残
っ
て
い
る
。

「
く
り
か
ら
の　

餅

に
大
小　

不
同
あ
り

　

客
が
こ
む
か
ら　

亭
主
せ
い
た
か
」

不
同
は
不
動
、
こ
ん

か
ら
・
せ
い
た
か
は

不
動
尊
の
両
脇
に

立
つ
矜こ
ん
か
ら

羯
羅
童
子
・

制せ
い
た
か

多
迦
童
子
を
詠
み

込
ん
で
い
る
。

　

歴
史
国
道
は
若
宮

古
墳
横
か
ら
ふ
る
さ

と
歩
道
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
。
長
坂

の
駐
車
場
に
車
を
停
め
、
そ
こ
か
ら
は

自
然
豊
か
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
も
お
薦
め
だ
。中
た
る
み
の
茶
屋
跡
、

た
る
み
の
茶
屋
跡
、
峠
茶
屋
跡
（
天
池

茶
屋
）ら
の
面
影
を
味
わ
い
な
が
ら
木

陰
の
道
を
歩
け
ば
、
江
戸
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
、
街
道
の
歴

史
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

今
で
は
車
や
電
車
、
飛
行
機
を
使
い

短
時
間
で
ど
こ
へ
で
も
行
け
て
し
ま
う

が
、
昔
の
人
々
は
こ
の
道
を
何
日
も
か

け
て
歩
い
て
旅
を
し
た
。
目
的
地
に
辿

り
着
い
た
時
の
感
動
は
、
今
と
は
比
べ

物
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う

思
う
と
感
慨
も
ひ
と
し
お
だ
。

歴
史
国
道 

倶
利
伽
羅
峠

　歴史国道「倶利伽羅峠」の富山県側の入
口にある施設。床一面に描かれた街道地図
や、映像紹介、そして籠に乗る体験もでき
る。また歴史に詳しい案内の方もいらっ
しゃるので、街道の歴史を十分堪能して欲
しい。 　　  ［所在地］小矢部市埴生字谷内

倶利伽羅源平の郷　埴生口
～楽しく学べる案内休憩施設～

▲倶利伽羅の歴史国道を埴生口から進み、
医王院、若宮古墳を右手に見ながら長坂を
過ぎた辺りで竹の生い茂る歩道が始まる。

【
参
考
文
献
】「
富
山
県
歴
史
の
五
街
道
」（
塩
照
夫
）、「
越
中
・

能
登
と
北
陸
街
道
」（
深
井
甚
三　

吉
川
弘
文
館
）、「
完
全

踏
査　

古
代
の
道
」（
木
下
良
監
修　

武
部
健
一
著　

吉
川

弘
文
館
）、「
北
陸
道
（
北
国
街
道
）」（
石
川
県
教
育
委
員
会
）、

「
富
山
県
の
歴
史　

越
中
の
街
道
と
石
仏
」（
塩
照
夫
著　

北
国
出
版
社
）、「
参
勤
交
代
道
中
記
ー
加
賀
藩
史
料
を
読

む
ー
」（
忠
田
敏
男
著　

平
凡
社
）、「
探
訪　

日
本
の
歴
史

街
道
」（
楠
戸
義
昭
著　

三
修
社
）、「
週
刊　

日
本
の
街
道

51　

北
国
街
道　

越
中
路
」（
清
水
満
郎　

講
談
社
）

▲「古志の松原」は、古くから白砂青松の海岸地帯だっ
た。昭和 7年にこの地を訪れた帝国美術院長の正木直
彦氏がその美しさを讃え命名。


